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人間の視覚モデルとしてのサル 

―サルもシャドウから奥行き知覚ができるか  
勝山成美（東京医科歯科大学） 

 接近や離反など、物体の三次元的な動きを知覚することは日常生活においてきわめて重要です。そのため

に我々の脳は、視差に代表される両眼からの情報を利用する一方、遠近法やテクスチャの勾配、陰影などの

単眼性の奥行き手がかりも用いています。とりわけキャストシャドウは、物体の動きの強力な手がかりとなりま

す。我々はこのキャストシャドウによる物体の三次元的な動きが脳のどこで処理されているのかを調べ、MT野

という部位が重要であることがわかってきました。しかし、そこでどのような情報処理がなされているかは、機能

的MRIでは調べることができません。そのためには、人間と近い視覚機能をもつサルのMT野から、実際に

ニューロン活動を記録して調べるしかありません。そのステップとして、私たちはサルも人間と同じように、キャ

ストシャドウから三次元的な動きが知覚できるかどうかを、行動学的に調べました。 

図の説明  

キャストシャドウによって正方形が接近・離反して 

見えるときに活動する脳部位 
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